
平成18年度一般会計歳入歳出決算

平成19年度一般会計補正予算

パトリオットミサイル習志野基地配備反対の陳情

後期高齢者医療制度の改善を求める意見書

「テロ特措法」延長反対の意見書
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緑
の
会

社
民
党

公
明
党

民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

流
政
会

日　

本

共
産
党

　

Ｈ
18
年
度
は
、
高
齢
者

へ
の
課
税
強
化
や
定
率
減

税
の
縮
減
の
結
果
、
総
額

７
億
１
千
万
円
余
の
市
民

増
税
が
行
わ
れ
、
国
保
や

介
護
の
負
担
も
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

年
度
末
に
は
、
15
億
円
の

余
剰
金
が
発
生
。
税
金
の

使
い
方
、
予
算
の
立
て
方

が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
、
負
担
増
に

苦
し
む
市
民
の
暮
ら
し
・

福
祉
・
教
育
の

充
実
に
配
分
す

べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
井
崎
市
政

は
、
議
会
オ
ー
ル
与
党
に

さ
さ
え
ら
れ
、
新
線
沿
線

で
の
巨
大
開
発
に
巨
費
を

投
入
。
そ
の
た
め
、
市
の

借
金
は
、
４
年
間
で
約
１

１
２
億
円
増
え
、
と
う
と

う
総
額
９
５
９
億
円
（
市

民
一
人
当
た
り
62
万
円
）

に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
市
長
報
酬
２
割
カ

ッ
ト
を
中
止
し
、
４
年
間

で
約
千
二
百
万
円
も
増
え

る
こ
と
に
。

　

日
本
共
産
党
は
、
税
金

の
使
い
方
を
切
り
替
え
る

よ
う
強
く
主
張
し
、
市
民

の
く
ら
し
を
応
援
す
る
市

政
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

　９月23日、市内で憲法の制定過程を描いた映画「日
本の青空」が上映されました。九条の会・流山がよびか
けた実行委員会が主催。若者や親子づれも多数参加し、
憲法を守ろうの運動が、さらに一歩広がりました。

　

日
本
共
産
党
が

提
案
し
た
『
テ
ロ

特
措
法
延
長
に
反

対
す
る
意
見
書
』

に
、
民
主
・
市
民

ク
ラ
ブ
が
反
対
し

ま
し
た
。
「
国
に

意
見
を
言
う
の
は

そ
ぐ
わ
な
い
。
地

元
選
出
の
国
会
議

員
を
信
頼
し
て
い

る
」（
藤
井
議
員
）

と
言
う
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
意
見
書
と
は
、
地

方
自
治
法
に
も
規
定
さ
れ
、
国

な
ど
に
市
民
の
声
を
議
会
と
し

て
届
け
る
当
然
の
手
段
で
す
。

　

戦
争
支
援
を
や
め
さ
せ
る
た

め
に
、
野
党
が
一
致
し
て
要
求

し
て
い
る
今
こ
の
時
に
、
こ
う

し
た
姿
勢
は
い
か
が
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

弱
肉
強
食
の
「
構
造
改
革
」

路
線
に
ノ
ー
の
審
判
を
く
だ
し

た
民
意
が
、
政
治
を
動
か
し
は

じ
め
て
い
ま
す
。

　

選
挙
後
も
居
座
っ
た
安
倍
内

閣
は
あ
っ
と
い
う
間
に
崩
壊
。

与
党
は
、
弱
い
者
い
じ
め
の
後

期
高
齢
者
医
療
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
凍
結
・
見
直
し
へ
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
75
歳
以

上
す
べ
て
の
高
齢
者
に
耐
え
難

い
負
担
を
押
し
付
け
、
差
別
医

療
を
持
ち
込
む
、
世
界
に
類
を

見
な
い
悪
政
」
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
中
止
・
撤
回
を
求
め
て

奮
闘
、
署
名
運
動
に
も
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。
流
山
市
議
会
で

も
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ル
与
党
が
反

対
し
否
決
し
た
の
で
す
。

　

沖
縄
で
は
、
「
集
団
自
決
」

の
記
述
を
削
除
し
た
教
科
書
検

定
に
抗
議
す
る
大
集
会
に
11
万

人
が
参
加
。
か
た
く
な
だ
っ
た

政
府
も
対
応
を
約
束
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

参
議
院
で
の
与
野
党
逆
転
で
、

自
民
・
公
明
の
悪
政
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
、

暮
ら
し
と
平

和
を
守
る
新

し
い
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
も
全
力
を
つ

く
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
力
を
あ

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

市
民
に
負
担
増
お
し
つ
け
、さ
ら
に
、ふ
く
ら
む
借
金

「日本の青空」上映会に
617名が参加し大成功
「日本の青空」上映会に
617名が参加し大成功
「日本の青空」上映会に
617名が参加し大成功

国への意見書は
市議会にそぐわない？！

世
論
の
力
で
変
わ
り
始
め
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
」「
障
害
者
自
立
支
援
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
」「
障
害
者
自
立
支
援
」

Ｈ
18
決
算
審
査

H20年度予算要望を市長に提出しました

みんなの声が政治を変えるみんなの声が政治を変える
自公政治はもうゴメン自公政治はもうゴメンストップ貧困！ストップ貧困！ストップ貧困！ 日　本

共産党
日　本
共産党
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身
近
な
要
求
実
現

身
近
な
要
求
実
現

大
畔 

保
育
園
そ
ば
の

Ｔ
字
路
に
道
路
照
明

今
上
落
川
沿
い
の

道
路
を
改
修小

田
桐
た
か
し

い
ぬ
い
紳
一
郎

野
田
県
道
北
団
地
そ
ば
の

歩
道
の
草
刈
を
実
施

高
野　

と
も

向
小
金
１
丁
目

壊
れ
た
U
字
溝
の
フ
タ
改
修

徳
増
き
よ
子

　高齢者の方に朗報です。10月1日広報
「税控除認定書の発行」のお知らせをご
覧になりましたか。確定申告時に27万
円の税控除がうけられます。障害者手帳
がない人でも市長が認めれば障害者控除
対象とする制度で、日本共産党が２年前
から、基準づくりを求めていました。対
象となるのは介護認定を受けている約
5000人の市民。
　ぜひご相談ください。所得税、市県民
税や国保料、介護保険料の軽減につなが
ります。

　建設から維持管理・運営まで民間に任

せる小山小学校等PFI事業。

　1企業グループの入札で決定し、建設

会社が辞退しても再審査なし。未購入の

土地があり、しかも全体でいくらかかる

のかも示さないまま、12月には工事着工。

税金を使う公共事業が、これでいいので

しょうか。

　さらに市は、セントラルパーク駅前市

有地に、何でもいいから民間が建設して

と、計画を募集。開発の起爆剤にしよう

としています。ここには市民の願いは反

映されていません。

介護保険認定者は
障害者控除認定
の対象に

介護保険認定者は
障害者控除認定
の対象に

介護保険認定者は
障害者控除認定
の対象に

流山市の　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
は

じ
め
、
各
地
で
大
き
な
地
震

が
発
生
。
自
分
の
家
は
大
丈

夫
か
。
被
害
に
あ
っ
た
ら
生

活
再
建
で
き
る
か
な
ど
、
住

民
の
不
安
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
国
や
自
治

体
の
支
援
を
と
求
め
て
き
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
市
は
住

宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診

断
へ
の
補
助
を
、
国
の
制
度

を
活
用
し
て
実
施
す
る
と
約

束
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
は
、

学
校
や
文
化
会
館
な
ど
の
耐

震
化
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

が
、
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
幼
稚
園
や
公
民
館
な
ど
に

つ
い
て
も
、
耐
震
化
を
計
画

す
る
と
し
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
者
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
様
々
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
流
山
市
で
は
、
人
員
不

足
や
、
法
の
趣
旨
が
徹
底
さ

れ
ず
、
学
校
や
福
祉
現
場
で

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
実
態
を
示
し
、
具

体
的
な
改
善
方
策
を
提
案
す

る
な
か
で
、
学
校
で
は
、
サ

ポ
ー
ト
教
員
や
介
添
員
の
増

員
を
約
束
。
ま
た
学
童
保
育

で
は
、
療
育
手
帳
の
有
無
だ

け
で
な
く
、
特
別
支
援
教
育

を
受
け
て
い
る
児
童
、
普
通

学
級
で
あ
っ
て
も
、
集
団
生

活
上
必
要
な
児
童
へ
補
助
費

を
加
算
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

市
長
も
、
教
育
･
福
祉
･

医
療
･
労
働
等
の
連
携
を
強

め
る
た
め
に
、
情
報
の
一
元

化
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

「
高
齢
者
に
立
ち
は
だ
か

る
『
利
用
し
づ
ら
い
保
険
』」

（
週
刊
「
東
洋
経
済
」
）―
介

護
保
険
の
見
直
し
か
ら
１
年
。

保
険
料
値
上
げ
な
ど
負
担
増

の
一
方
で
、
ベ
ッ
ド
や
訪
問

介
護
な
ど
サ
ー
ビ
ス
取
り
上

げ
が
す
す
み
、
「
介
護
難
民
」

も
…
。
介
護
保
険
制
度
は
い

ま
、
国
民
的
な
存
在
意
義
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
実
態
へ

の
認
識
を
問
う
質
問
に
「
ま

だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
」
と
担
当
部
長
。
市
民

に
寄
り
添
う
姿
勢
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
「
負
担

を
減
ら
す
流
山
市
独
自
の
支

援
策
を
」
と
の
日
本
共
産
党

の
提
案
に
、
副
市
長
は
「
今

後
、
検
討
す
る
」
と
約
束
し

ま
し
た
。

　

北
九
州
市
で
餓
死
事
件
が

起
こ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、

生
活
保
護
の
辞
退
届
を
強
要

し
た
も
の
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
流
山
市

で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
辞
退

届
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

「
流
山
市
で
も
辞
退
届
の

用
紙
が
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、

強
要
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
本
来
、
廃
止
・
停
止
や

変
更
は
、
行
政
処
分
で
行
う

こ
と
。
処
分
に
対
し
て
不
服

申
し
立
て
の
機
会
を
保
障
す

る
点
か
ら
も
、
辞
退
を
強
要

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
追

及
に
、
「
強
制
は
し
な
い
」

と
市
長
は
答
弁
し
ま
し
た
。

　

「
政
治
を
変
え
た
い
」「
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
ご
め
ん
」
と
の
怒
り
が
示
さ
れ
た
参
院

選
。
そ
の
後
に
開
か
れ
た
９
月
議
会
で
、
日
本
共
産
党
は
開
発
優
先
・
市
民
不
在
の
市
政

を
告
発
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
願
い
を
届
け
、
市
民
生
活
応
援
、
負
担
を
減
ら
す

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
た
一
歩
改
善
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日本
共産党

「
辞
退
届
は
強
制
し
な
い
」

と
市
長
答
弁

「
辞
退
届
は
強
制
し
な
い
」

と
市
長
答
弁

「
辞
退
届
は
強
制
し
な
い
」

と
市
長
答
弁

「
市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
」を
約
束

「
市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
」を
約
束

「
市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
」を
約
束

生活
保護
生活
保護

サ
ポ
ー
ト
教
員
、

介
添
員
の
増
員
実
現
へ

サ
ポ
ー
ト
教
員
、

介
添
員
の
増
員
実
現
へ

サ
ポ
ー
ト
教
員
、

介
添
員
の
増
員
実
現
へ

発達
障害
発達
障害

住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン

耐
震
診
断
の
補
助
を
実
現

住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン

耐
震
診
断
の
補
助
を
実
現

住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン

耐
震
診
断
の
補
助
を
実
現

防災
対策
防災
対策

介
護
保
険
の
負
担
軽
減

介
護
保
険
の
負
担
軽
減

願い実現へ願い実現へ願い実現へ
くらしを守る「命綱」くらしを守る「命綱」
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